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戦後８０年プレ事業「熊本空襲 記憶の継承プロジェクト」企画案

平和憲法を活かす熊本県民の会代表幹事 髙谷和生
１ 趣 旨

戦後79年をむかえ、太平洋戦争期の記憶は、次第に消え去りつつある。熊本空襲に関しても、
関わる戦時体験者は減少し、一方ではその膨大な証言等は未整理のまま蓄積されるが、これも記
憶とともに忘れさられようとしている。
本プロジェクトでは、これらの未整理の資料等を、再度構築しなおすとともに、体験者の新た

な記憶を呼びさまし、次代に継承する事業として「空襲写真のカラー化事業 記憶の解凍！」他
３事業に取り組むものである。
写真カラー化の先行事例として、新潟県長岡市（長岡市空襲資料館）では、東京大学渡邉教授

及び新潟日報社と共同で、戦前から戦後復興期までの白黒写真をＡＩ画像認識と空襲体験者等か
らの聞き取りによりカラー化する「空襲から復興」事業を展開している。
本事業では関係諸機関等と連携して、戦後８０年に向けて「熊本空襲の記憶」を次代に継承し

ていきたい。
※「記憶の解凍」は、東京大学渡邉英徳教授による提言である。
※庭田杏珠・渡邉英徳『ＡＩとカラー化した写真でよみがえる戦前・戦争』光文社新書 2020年

２ 戦後８０年企画「熊本空襲 記憶の継承プロジェクト」の概要
（１）空襲写真のカラー化事業「記憶の解凍！」 ※写真１・２

□作業対象は、くまもと戦跡ネット所蔵の米軍撮影「熊本空襲白黒写真２０枚」を予定。
第一弾は「４枚」で年度内完成予定。全国で米軍空襲写真に特化したカラー化事業は僅少‥

※『空襲下の熊本』『Ｍ７６焼夷弾と熊本空襲』参照
□本作業の流れと到達点、啓発の姿
①ウェブディザィナーさん等によるＡＩ画像認識による自動色付け
②｢活かす会｣による「戦争・空襲体験者」による細部の色補正・再現、写真に関わる証言の
収集、非体験世代とともにワークショップ「記憶の解凍」による共同作業

③併行し、「くまもと戦跡ネットとの連携調査」による、16ミリカラー映像・スライド写真・
ガンカメラ映像、各種刊行物等による客観資料を基とする歴史検証

④カラー化された写真の「記憶の再現」関わる新たな「空襲ストリーの作成」
⑤諸学校や職域団体、次世代へのカラー化された本カラー化資料の貸出しや展示等

□空襲写真カラー化での作業場の課題や特徴
旧来の低解像度写真、軍カメラ特性、対象物となる複雑な被写体・構造物・町並み等

□その他対象として「くまもと戦跡ネット資料２０点」「長崎平和推進協会所蔵資料（約200点）」
□課題‥‥本格稼働での予算化、作業者の確保 他

（２）空襲資料の新収集事業「現物が語る記憶！」 ※写真３・４
□1945年７月～８月に熊本、宇土・松橋、菊池、玉名地方等へ投下された紙の爆弾「伝単」に関
する証言、新たな現物、伝単投下容器等の収集作業

□1945年７月１日「第一回熊本大空襲」での「焼夷弾（現在確認出来ていないＥ４６集束焼夷弾
の部品、照明弾、更なるＭ６９小型焼夷弾）に関する証言、現物等の収集作業

□1938年5月20日人吉・球磨・芦北地域への中華民国軍機による「伝単」に関する証言、新たな
現物等の収集作業

□会各種活動、展示会等を通し、県民への働きかけとお願い｡

（３）熊本県内での日本側全空襲のデータベース化事業「記憶の記録･集約！」 ※写真５
□本会発行『熊本空襲を語り継ぐ』、熊日『伝えたい私の戦争』、市町村からの刊行史等からの
集約作業 ‥‥令和６年９月以降：活かす会・髙谷

□熊本空襲戦没者のデータベース化 ‥‥令和６年７月以降：活かす会事務局

（４）熊本県内各地への米軍側空襲記録のデータベース化「新資料の調査･集約！」 ※写真６
□空襲・戦跡九州ネットワークでの米軍資料のデータ作成作業 ‥‥令和６年９月以降：髙谷

３ 事業の展開と連携等
□｢戦後８０年節年事業｣での、県内報道各社様との連携
□行政機関・他団体との連携、共同作業 他

４ その他 連 絡 先
平和憲法を活かす熊本県民の会
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 髙谷 和生
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［ 参考資料 ］

写真３：左上 熊本空襲で投下された「伝単二種」熊日蔵

写真４：左下 Ｅ４６集束焼夷弾と各種焼夷弾

写真５：右上 新たな熊本空襲証言者「中野喜重子さん」

写真６：右下 大村空襲での米軍空襲記録一覧（２０２２年）

写真1・２ 熊本空襲のカラー化事業

左：ＡＩ当初認識写真 中：オリジナル白黒 右：手作業色補正写真


